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課題名

４
イチゴの低温処理育苗による新促･成作型の開発
と安定多収生産技術の確立

ｕノイチコ？とよのか’の'親株の保温によるランナー

発生促進法

分類 ①

試験研

究年次 ６３～１年（完了）

１日ｌ刃

夏｣期低A温処理誰栽培で１１月から収穫を始めるＩ

する必要があり、そのためには、
こは、苗･を５月末までに蟻備

ランナーを早期から発生させる技術が望
まれる。そこで、親株に対するマノレチと

－発生促進に及ぼす影響を明らかにし
確保出来る技術を確立する。

トンネル及びべた掛け等がランナ

、夏期低温処理栽培用苗を安定的に

皿調勝り〔〃茜

１供試品種とよのか

２試験‘区の構成

年度：要、因
Ｉ‐

０．牛Ｉマルチ

｜べた掛け

１年

｜

マルチ

ぺた掛け

開孔ヒーニルトンネル
銅蓄〃、夫差圭

処 理内容

有
有

有

，
９

，

種類（白，黒）

無
無

無

， 被覆時期

被覆開始と終了時期はテ．､－タの第２表のとおり
⑨毎ぎぎ名筆強圭一Ｈ莞番捨－０－判4つ

在ノ④マルチは黒色ホ・ﾘﾏﾙﾁ，②べた掛け資材はハ・スライト
③開孔上 ニルはﾕｰﾗｸ換気８号（開孔率６％）

３試験規模l区５株２反復
４耕種概要一
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）親株養成法ホ・ツト育苗用の苗を植え付け時期まで養成
）植え付け時期６３年：１１月２０日，１年：１１月２５日
）栽植密度畝幅200ｃｍ株間３０ｃｍ１条植え
）施肥量（基肥）１０ａ当たりＮ=１０k厘.Ｐ｡０厘＝１０k’Ｋ今０=１０ｋ〃

皿王妾j爽禾の磯妥

親株を黒色のポリマルチと開孔ビニル トンネルまたは不織布のべた掛け

と併用して保温することで、早期からのランナー発生を促し、５月末まで
’の採苗数を従来の２倍の数（２０子苗／親株）まで安定的に確保できる
（１）１親株当たり４月末で８本以上、

◎

５月中旬で１５本以上のランナーが

確保できると、５月末には２０子苗／親株の採苗が可能である
(２）

。

マルチングずると親株からのランナーの発生が早期から促される。
（３）開孔ビニル被覆は被覆期間が長いほどラ ンナーの発一生は促進するが、

年内から３月中旬までの被覆でも実用上は十分である。
（４）ぺた掛けもランナー発季生診促進に有効で、資材は白色が黒色より優れ、
被覆期間は長い方が良い。

（５）親株.は大苗を年,内に植え付けることでランナ-発生は,安定する。ヤ
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注）①Ｙ＝５月末の発生子苗数／親株

館１図４月末のランナー発生散とＳ月末の子苗故（６３年）
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鰯４表親苗の大きさとランナー発生敵（１年）
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

夏期低温処理栽培の安定的な苗確保技術として活用出来る 。

Ⅵ今後の研究上の間題点〆
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